
三重県伊賀市大滝

さくらねこ無料不妊手術事業

２０１４年１０月２７日～２８日（手術実施日）

申請者：伊賀保健所



準備から実施への流れ

１０月２７日(月）

１１：００ 現場集合

１３：００ 手術開始

１７：００ 手術・片づけ終了

１０月２８日(火）

８：３０ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１６：００ 手術終了

１７：００ 撤収完了・終礼

１０月２９日(水）

放猫
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手術会場 ：三重県伊賀市大滝公民館

猫の保管 ：伊賀上野農協大滝農産物集出荷施設

捕 獲 器

協働体制

【公益財団法人どうぶつ基金】
佐上邦久理事長・佐上悦子・小池英梨子

【山口獣医科病院】
山口武雄獣医 日下部尚子獣医

【行政職員】
三重県健康福祉部
三重県津保健所
三重県鈴鹿市保健所
名張市役所生活環境部
三重県伊賀保健所
三重県動物愛護管理センター
三重県伊賀市役所
三重県職員(動物無関係部署の為ボランティア参加)
名張市議会委員つねとし ともこ氏（視察）

【獣医師会】
鴻之台動物病院辻先生(三重県獣医師会伊賀支部支部長)

【自治会】
現自治会長・前自治会長

【ボランティア】
ねこのしっぽ
ひだまりにゃんこ

【情報誌】
YOU

述べ５３名（県職員、ボランティアを含む）の参加。

捕獲器所有者 使用台数

どうぶつ基金 ３１ 台

公益財団法人三重県動物愛護管理センター １１ 台

伊賀保健所管内動物愛護ボランティア３団体 １０ 台

伊賀市大滝区 ２ 台

合計 ５４ 台
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【捕獲作業日程及び人員】

①平成２６年１０月２５日（土）（伊賀市大滝区）
県職員１名

②平成２６年１０月２６日（日）述べ１４名
ア 伊賀市旭ヶ丘町

県職員３名、地元自治会等４名
イ 伊賀市大滝区

県職員１名、地元自治会４名

③平成２６年１０月２７日（月）述べ１３名
ア 伊賀市旭ヶ丘町

県職員３名、地元自治会等２名
三重県動物愛護管理センター１名

イ 伊賀市大滝区
県職員４名、伊賀市職員２名、地元自治会４名
三重県動物愛護管理センター１名

④平成２６年１０月２８日（火）述べ１３名
ア 伊賀市旭ヶ丘町

県職員１名、地元自治会等２名
三重県動物愛護管理センター１名

イ 伊賀市大滝区
県職員４名、伊賀市職員２名、地元自治会１名
三重県動物愛護管理センター１名

ウ その他周辺地区
伊賀市保健所管内動物愛護ボランティア２名

【猫運搬車】

三重県伊賀保健所公用車（軽貨物自動車）
伊賀市大滝区の住民が所有する軽貨物自動車
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31%

69%

手術頭数割合

オス メス

手術集計

＊手術頭数のうち、オスの子猫２匹譲渡。
＊離乳前子猫７匹は地元ボランティア「ねこのしっぽ」が保護。

10/27 10/28 合計

オス 8 12 20

メス 22 23 45

合計 30 35 65
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執刀医

どうぶつ基金顧問
山口獣医科病院院長
山口武雄獣医師

山口獣医科病院
日下部尚子獣医師

ボランティア参加
三重県獣医視会名張支部支部長
鴻之台動物病院
辻勝彦獣医師
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手術会場 大滝ふだば館
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朝の朝礼の様子

手術会場大滝ふだば館大滝の様子



猫保管場 伊賀上野農協大滝農産物集出荷施設

猫保管場所の外観

捕獲器に入った猫。新聞紙を被せ落ち着かせている
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行政職員との協働

• 耳先カット
• 去勢手術
• レボリューション
• 個体の健康管理
• ケージ洗浄
• 毛刈り
• 捕獲
• 猫運搬
• 猫捕獲

【協働部署】
三重県健康福祉部
三重県津保健所
三重県鈴鹿市保健所
名張市役所生活環境部
三重県伊賀保健所

三重県動物愛護管理セン
ター
三重県伊賀市役所
三重県職員（ボランティア）
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最終日の15時まで続いた捕獲

捕獲ができなかった猫は

行政職員・どうぶつ基金・獣医
師・町民で協力し、捕獲を行っ
た。
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広報紙への取り上げ

【協働の成果】

手術不可能な離
乳前の子猫７頭を
地元ボランティア
「ねこのしっぽ」が急
遽保護することに
なった。

急な対応であったた
め、ミルク缶などの
不足物があったが、
行政職員からの働
きかけで、地元情報
誌「YOU」に速やか

に支援物資募集の
記事が掲載された。
市民から続々と支
援物資が届けられ
た。

地元ボランティアと
行政との協働を地
元情報誌が取り上
げ、一般市民も巻き
込み解決に導いた
素晴らしい協働の
事例である。

11



広報紙への取り上げから動物愛護の広まり

【譲渡会大盛況】

地元情報誌「YOU」
に記事が掲載され、

１１月９日に開催さ
れた「とれたて！な
ばり２０１４」の譲渡
会スペースには大
勢の人が訪れた。
飼い主のいない猫
に対する取り組みを
行政とボランティア
が行っていることを
市民が知った反響
の大きさと捉えるこ
とができる。

地元情報誌との協
働によって広報した
ことにより、一つの
村で行われた一斉
TNRを、広く市民に

動物愛護精神を広
げるきっかけとする
ことができた。
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三重県伊賀市大滝

主催：公益財団法人どうぶつ基金
共催：三重県伊賀保健所

【協働部署】
三重県健康福祉部・三重県津保健所

三重県鈴鹿市保健所・三重県伊賀保健所
三重県動物愛護管理センター

三重県伊賀市役所・三重県職員（ボランティア）
名張市役所生活環境部

【協力】
伊賀タウン情報誌YOU

ねこのしっぽ
ひだまりにゃんこ


